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事業用貨物自動車が第一当事者となる 

 死亡交通事故の発生 
 

旭川の国道 12 号で大型ダンプ 3 台が絡む事故 
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      国道１２号（片側２車線）                   2          1 

 
    近文方向        約40～50m                  春光台方向 

 
※ 追突した大型ダンプの運転者（男性・６０歳）が死亡  

発生日時 令和 ２年 １月１０日（金） 午前１０時４８分頃 

発生場所 旭川市末広 7 条 4 丁目先 国道 12 号線上 

道路状況 片側 2 車線 路面状況 乾燥（一部凍結） 天  候 晴れ 

当事者 A 大型ダンプ  旭川市居住   男性  60 歳   【死亡】  （会員事業所所属） 

当事者 B 大型ダンプ  旭川市居住   男性  60 歳 代 

当事者 C 大型ダンプ  美瑛町居住   男性  60 歳 代  

事故状況 当事者 A の運転する大型ダンプが、第一車線を走行中何らかの理由により第二車線走行中

の当事者 B の大型ダンプに接触し更にその前方を走行中の当事者 C に追突したもの。 

 

 

 

 

 

 

 

（公社）北海道トラック協会 

セーフティ通信 
～ストップ・ザ・交通事故～ 

ド ラ イ バ ー の 皆 さ ん へ 
○ 物流を支えるプロドライバーとしての誇りと安全確実に輸送するという役割、使命を理解しよう。 

〇 トラック事故は、尊い命を奪ったり、失ったり、傷つけたりするだけでなく、安全・安心・確実に輸送するという

役割をも果たすことができなくなります。 

〇 運転に集中し、脇見、居眠り、うっかり・ぼんやり、漫然運転がないよう適度な緊張感を持とう。 

〇 交差点、交差点付近での前後左右、車両の死角等、確認を重ねた「確認運転」を実施しよう。 

〇 慣れた道路でも、油断することなく、スピードダウン、適正な車間距離の保持、危険予測運転を実践しよう。 


